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　下水道は、私たちの生活の安心・安全を守るとともに、快適に暮らすために一時も休止することが許されない大切な都

市施設です。

　施設の老朽化の進行や使用料収入の伸び悩み等、下水道事業を取り巻く環境が変化する中、下水道に求められる本来

の役割を果たし、次世代へ良好な生活環境や社会基盤施設を引き継ぐためには計画的・安定的な事業運営が求められま

す。

　「札幌市下水道事業中期経営プラン2015」は、将来を見据えながら、今後5年間の下水道事業を計画的・安定的に実施
することを目的として策定したものです。

1 策定の目的

■下水道機能の維持について
　昭和40年代から50年代に集中的に整備を行ってきた多くの下水道施設は老朽化が進行し、札幌市の下水道事業は、
「整備」の時代から「維持管理」そして、本格的な「改築」の時代を迎えつつあります。今後は、より効率的かつ効果的な維持
管理や改築に努め、将来にわたり確実に下水道機能を維持していく必要があります。

■下水道機能の向上について
　大雨による浸水や大規模な地震といった自然災害への備えや、河川水質の保全といった課題に対応するため、下水道
機能の向上が必要となっています。

■環境負荷の低減について
　下水道事業は、水処理や汚泥※処理の過程で多くのエネルギーを使用する一方で、処理水や汚泥など、利用可能な資源
を有しています。地球温暖化が進行する中、今後も環境負荷の低減に積極的に取組む必要があります。

■経営環境の変化への対応について
　多種多様な役割を担っている下水道事業を、将来にわたり、安定的に運営していくためには、多くの財源と人材が必要
となります。使用料収入の伸び悩みやベテラン職員の退職の増加などの課題を抱える中、今後も、より一層の経営の効率
化や人材育成に取組む必要があります。

下水道事業を取り巻く環境の変化

第1章　総　論

イラストはイメージです
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　「札幌市下水道ビジョン2020」で掲げた、以下の基本方針と基本目標に基づき、具体的な取組を進めます。

3 基本方針と基本目標（下水道ビジョン2020より）

基本
方針 次世代へ良好な「くらし」「環境」「資産と技術」をつなぎます

基本
目標

　適切な維持管理と計画的な改築により、汚水処理機能を保持するとともに、浸水や地震などの自然災害への対策
を進め、安全で安心な市民生活を維持します。

　汚水処理の高度化や合流式下水道の改善※により、清らかな水環境を創出するとともに、温室効果ガスの排出量削
減や資源の有効利用により、環境に与える負荷の低減に努めます。

　人材育成や経営効率化策などの取組を通じて、経営基盤を強化し、健全で持続可能な経営を目指します。

　札幌市では、平成15年3月に、21世紀における札幌市の下水道が目指すべき方向性を示した「札幌市下水道マスター

プラン」を策定し、札幌市の下水道事業の長期指針として位置づけています。

　また、平成23年3月に策定した「札幌市下水道ビジョン2020」は、マスタープランで掲げた基本理念に基づき、近年の

社会情勢の変化等を踏まえて策定した、今後10年間の札幌市の下水道事業の中期的なビジョンです。

　「札幌市下水道事業中期経営プラン2015」は、ビジョンで掲げた目標を具体的に実現するための5年間の行動計画（ア

クションプログラム）として位置づけています。

2 位置づけ

１　安全で安心な市民生活を維持します

２　環境に与える負荷の低減に努めます

３　健全で持続可能な経営を目指します

札幌市下水道マスタープラン（平成15年3月策定）

各年度予算・建設局実施プラン

【基本理念】「次世代」を見据える

札幌市下水道ビジョン2020（平成23年3月策定）

【計画期間】平成23年度～32年度
【基本方針】次世代へ良好な「くらし」「環境」「資産と技術」をつなぎます

札幌市下水道事業中期経営プラン 札幌市下水道事業中期経営プラン2015 次期中期経営プラン

【計画期間】
平成19年度～23年度
現行の下水道使用料で多様化した下
水道の役割を果たし、安定した下水
道事業を継続する。

【計画期間】
平成23年度～27年度
次世代に良好な生活環境や社会資本を
引き継ぐため、効率的な施設更新や環境
負荷の低減に努める。

【計画期間】
平成28年度～32年度
施設更新の推進
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　平成23年（2011年）から平成27年（2015年）までの5年間は、次の4つの取組方針を掲げ、下水道事業を計画的に運
営します。

5 5ヵ年の取組方針

　基本目標の達成に向け、「事業計画」「財政計画」「運営の視点」ごとに具体的な取組内容を定めます。

4 中期経営プラン2015の体系

　老朽化が進行する施設の状況把握に努め、ライフサイクルコスト※の最小化を目指した修
繕・改築を行います。

　省エネルギーの推進や新エネルギー※の導入に努める等、積極的に環境負荷の低減に努めます。

　限られた財源・人材で安定的な事業運営を行うため、事業の選択・集中や効率的な執行体
制の構築に努めます。

　市民の信頼に応え、ニーズに合った効果的な事業運営を行うため、広報・広聴活動の充実
に努めます。

【市民参画の推進】　情報共有と市民参加

安全で安心な市民生活の維持

環境に与える負荷の低減

下水道機能の維持

清らかな水環境の保全と創出

下水道施設の維持管理
下水道施設の改築・再構築

合流式下水道の改善
処理の高度化の推進

健全で持続可能な経営 経営基盤の強化 財務体質の強化
人材の育成

基本目標

事業計画

財政計画

施策目標 施　策

運営の視点

雨水対策
地震対策

地球温暖化対策
下水道資源の有効利用低炭素・循環型都市※の実現

災害に強い下水道の実現

1取組方針

2取組方針

3取組方針

4取組方針
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今後10年間の取組内容（下水道ビジョン2020より）
【管路施設】　●定期的な点検・調査により、施設の状況を把握します。
　　　　　　●調査結果に基づき、管路清掃、修繕などを実施し、施設の機能を維持します。

　　　　　　●老朽管は、テレビカメラ調査を実施することにより、より的確に施設の状況を把握し、修繕と改築の判定等を実

　　　　　　施します。

【処理施設】　●定期的な保守点検により、下水処理機能を維持します。
　　　　　　●予防保全的な修繕※により、施設の機能維持・延命化を図ります。
　　　　　　●日常の運転・水質管理の最適化に努め、安定した下水処理を継続します。

5ヵ年の主な取組

・定期的な点検調査結果に基づき、管路清掃や修繕を実施し、施設の機

能を維持します。

・老朽管路のテレビカメラ調査を行い、管路施設の状況を的確に把握し

て、計画的な修繕を行います。

1管路施設の維持管理

老朽管路のテレビカメラ調査

・水再生プラザ等の運転管理・水質管理を的確に行い、24時間365日、

休むことなく施設の運転を継続します。

・計画的に機械・電気設備の保全、修繕を実施することにより、安定的に

下水処理機能を維持します。

・老朽化した建築構造物の修繕を充実し、施設の延命化を図ります。

2処理施設の維持管理

処理施設の保守点検

達成目標

22年度末 備考指標

管路テレビカメラ調査延長

管路修繕箇所数

設備修繕箇所数

5年間の管路のテレビカメラの調査延長

5年間の管路の修繕箇所数

5年間の機械・電気設備の修繕箇所数

99km（H18～H22）

5,114ヵ所（H18～H22）

600ヵ所（H18～H22）

27年度末

390km（H23～H27）

10,000ヵ所（H23～H27）

800ヵ所（H23～H27）

下水道施設の維持管理 ［維持管理費667億円］

1 下水道機能の維持

第2章　事業計画

修繕
78億円
（50.0%）

点検・調査
29億円
（18.6%）

その他
49億円
（31.4%）

[費用の内訳]

※その他：人件費、管路清掃、システム関係費用 等

運転委託
133億円
（26.0%）

動力費
97億円
（19.0%）

修繕
100億円
（19.6%）

その他
155億円
（30.3%）

※その他：人件費、光熱水費、薬品費、設備点検、庁舎管理委託費 等

汚泥処分 26億円（5.1%）[費用の内訳]
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［建設事業費341億円］

今後10年間の取組内容（下水道ビジョン2020より）
●管路施設については、現在進めている全管路対象の点検調査結果をもとに、劣化状況の分析を進めるなど、長寿命化計

画の策定を目指した検討を進めます。

●処理施設の機械・電気設備については、ライフサイクルコストの最小化を目的とした「下水道施設長寿命化計画（設備

編）」（仮称）を策定し、計画的な改築を進めます。

●処理施設の土木・建築構造物については、事業の平準化を念頭に置き、修繕による施設の延命化を図るとともに、改築

時期や手法について検討します。

●効率的な汚泥処理に向けて、西部及び東部スラッジセンター※での集中処理化を進めます。

達成目標

22年度末

90km

88.1％

27年度末

120km

99.6％

備考

下水道施設の改築・再構築

主な整備スケジュール

3.6km 3.7km 4.1km 4.5km 4.5km

2.7km 1.7km 1.7km 1.7km 1.7km

［23年度］ ［24年度］ ［25年度］ ［26年度］ ［27年度］

老朽管路対策事業

軟弱地盤地域管路対策事業
（川北地区　他）

汚泥処理集中化 汚泥圧送設備（茨戸）
脱水機増設（西部SC）

汚泥処理の集中化（定山渓処理区を除く）

1老朽管路の改築

2軟弱地盤地域における管路施設の改築

管路の改築

5ヵ年の主な取組

・調査により判明した改築必要管路の老朽度をランクづけし、緊急性の高い管

路から順次改築を進めます。（老朽管路の改築：都心地域　約9.5km　他）

・下水道管路の不等沈下やカマボコ道路等の機能障害に対応する改築を

進めます。（軟弱地盤における管路の改築：川北地区など　約20.4km）

3ポンプ場※・水再生プラザの改築

　「下水道施設長寿命化計画（設備編）」（仮称）を策定し、計画的な改築を進めます。

・創成川水再生プラザ第2処理施設電気設備改築

・茨戸水再生プラザ沈砂池機械設備改築　など

・茨戸水再生プラザの汚泥圧送設備の整備

・西部スラッジセンターの脱水機の増設　など

4汚泥処理の集中化

指標

管路改築延長

汚泥処理集中化率

老朽管路及び軟弱地盤地区における管路の改築延長

汚泥の総発生量のうち、東西スラッジセンターで集中処理をしている汚泥量の割合
※定山渓処理区の汚泥は将来的にも単独処理のため、99.6％で完了
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2 災害に強い下水道の実現

1.3km 1.4km ― ― ―

0.6km 0.7km 0.9km ― ―

主な整備スケジュール
［23年度］ ［24年度］ ［25年度］ ［26年度］ ［27年度］

雨水拡充管整備事業（菊水地区）

雨水拡充管整備事業（麻生地区）

東雁来雨水ポンプ場整備事業 実施設計 ポンプ場、雨水拡充管整備

達成目標

22年度末 27年度末 備考

雨水拡充管整備延長

都市浸水対策達成率

188km

86.8％

193km

87.8％

雨水拡充管の整備延長

都市浸水対策の対象面積のうち、整備が完了した面積の
割合

今後10年間の取組内容（下水道ビジョン2020より）
●浸水が発生している地区や都市の機能が集中し、甚大な浸水被害が想定される地区など、緊急性の高い地区において、

雨水拡充管※（能力増強管）や雨水貯留管※の整備を進めます。
●河川の水位が高く雨水を速やかに放流できないために浸水の危険性が高い地区において、雨水ポンプ場※の整備を進

めます。

●市民・企業・行政の協働による雨水流出抑制※を進め、下水道への雨水流入量を減らします。

雨水対策

指標

［建設事業費87億円］

雨水ポンプ場のイメージ

1東雁来雨水ポンプ場等の整備

2雨水拡充管や雨水貯留管の整備

5ヵ年の主な取組

・都市化が進み雨水流出量が増大すると、浸水被害が増大する

ことから、東雁来第2区画整理事業の進捗に合わせ、当該地区

の浸水対策として、雨水拡充管及びポンプ場を整備します。

（雨水ポンプ場能力：10.6 m3/s、雨水拡充管整備：約1.0km）

・地下鉄菊水駅周辺地区及び麻生駅周辺地区などの緊急性の高

い地区において、雨水拡充管の整備を引き続き進めます。

（雨水拡充管整備：約4.9km）

3協働による雨水流出抑制の推進
・「札幌市雨水流出抑制に関する指導要綱」等に基づき市民、

企業、行政の協働による雨水流出抑制の推進に向けた指導

を行っていきます。

雨水拡充管

雨水ポンプ場

既設管
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［建設事業費54億円］

主な整備スケジュール
［23年度］ ［24年度］ ［25年度］ ［26年度］ ［27年度］

管路の耐震化

水再生プラザの耐震化（管理棟）

バックアップシステムの構築

15ヵ所 15ヵ所 15ヵ所 15ヵ所 15ヵ所

3ヵ所 ― ― ― ―

0.4km 2.1km 3.7km 4.2km 2.7km

今後10年間の取組内容（下水道ビジョン2020より）
●都心部の緊急輸送道路※下の管路耐震化を引き続き進めます。
●水再生プラザ耐震化の新たな内容を、水処理機能維持の観点から検討します。

●上記内容をはじめとして、平成24年度から実施する地震対策を整理した次期「札幌市下水道地震対策緊急整備計画」（仮称）を策定します。

●汚泥の圧送管については、引き続き代替ルート確保のためのループ化を進めます。

達成目標

指標 22年度末 27年度末 備考

幹線管路のマンホール耐震化

水再生プラザ（管理棟）の耐震化率

圧送管バックアップシステム整備率

27ヵ所

57％

59％

102ヵ所

100％

91％

耐震化を実施したマンホール数

耐震化が必要な水再生プラザの管理棟（7ヵ所）のうち、整備が完了した施設の割合

整備計画延長のうち整備が完了した延長の割合

地震対策

都心部の管路耐震化工事

ループ化のイメージ

1次期「札幌市下水道地震対策緊急整備計画」（仮称）

5ヵ年の主な取組

・今後実施する地震対策について検討整理し、次期「札幌市下水道地震

対策緊急整備計画」（仮称）を策定します。

3水再生プラザの耐震化

2管路の耐震化
・幹線管路※にあるマンホールの耐震化を引き続き進めます。
・緊急輸送道路下にある管路の耐震化を引き続き進めます。

・水再生プラザの管理棟について、引き続き耐震化を進めます。

（手稲水再生プラザ、伏古川水再生プラザ、定山渓水再生プラザ）

・水再生プラザの地下管廊※に伸縮継手※を設置します。（茨戸水再生プラザ）

4バックアップシステムの構築
・汚泥圧送管※のループ化を進めます。
・汚水送水管の二条化※を進めます。
・東西スラッジセンター間の送受泥を可能とする東西連絡管の

整備を進めます。

スラッジ
センター

スラッジ
センター

水再生
プラザA

水再生
プラザB

水再生
プラザA

水再生
プラザB

通常時

通常時

地震で被災

もう1本の管路を
整備して3施設を
ループ状に連結

プラザB経由で
汚泥を圧送
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主な整備スケジュール
［23年度］ ［24年度］ ［25年度］ ［26年度］ ［27年度］

【管路】豊平川雨水貯留管の整備

【水再生プラザ】
3W法の整備（新川水再生プラザ） 併用開始併用開始

【管路】スクリーン施設等の整備 5ヵ所5ヵ所 4ヵ所4ヵ所 6ヵ所6ヵ所 5ヵ所5ヵ所 ――

併用開始併用開始

今後10年間の取組内容（下水道ビジョン2020より）
●対策が必要な処理区に雨水貯留施設や雨天時下水活性汚泥処理法※（3W法：Wet Weather Wastewater Treatment 

Method）等の導入など、効率的・効果的に合流式下水道の改善を進めます。

●吐口※スクリーン※や渦流式水面制御装置等の整備を継続し、きょう雑物※の流出抑制対策を進めます。

合流式下水道の改善

達成目標

指標

合流式下水道対策率

スクリーン施設設置率

22年度末

33％

34％

27年度末

70％

69％

備考

合流式区域のうち、法令基準を守るよう対策した区域の割合

合流式の吐口のうち、きょう雑物対策を実施した吐口の割合

3 清らかな水環境の保全と創出

［建設事業費55億円］

1豊平川雨水貯留管の整備

5ヵ年の主な取組

・豊平川雨水貯留管の整備を引き続き進めます。

2雨天時下水活性汚泥処理法等の導入
・新川水再生プラザで雨天時下水活性汚泥処理法の導入に向けた整備

を行います。

・手稲水再生プラザの雨天時汚濁負荷量の削減対策を検討し、着手します。

3きょう雑物の流出抑制対策
・合流式処理区の全ての自然吐口※

にスクリーンや渦流式水面制御装

置等の整備を進めます。

（対策を実施する吐口：20ヵ所）

渦流式水面制御装置のイメージ

豊平川雨水貯留管位置図

豊平川
水再生プラザ

豊平川中継
ポンプ場

●北白石中

北郷小●
北13条北郷通

厚別通

JR白石駅

●北白石小

札
幌
新
道

豊平川雨水貯留管
容量
管径
延長

24,000m3

4.25m
1.9km

N

既設雨水吐き室※

制御板

合流管路

公共用水域※へ

汚水流出管路
（きょう雑物類を
含んでいる）

ガイド
ウォール
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併用開始

5ヵ所 4ヵ所 6ヵ所 5ヵ所 ―

併用開始

達成目標

指標

環境基準達成率

目標放流水質（BOD※）

22年度末

80％

7.8mg/L

27年度末

80％

7.8mg/L

備考

河川の水質環境基準※を達成した基準点の割合

水再生プラザの放流水質（10施設の単純平均）

今後10年間の取組内容（下水道ビジョン2020）
●放流先の河川に求められる水質を維持するために、最適かつ効率的な処理方法を選択し、良好な水環境の保全・創出に

貢献します。

●既存施設の改造により、「ステップ流入式硝化脱窒法」を導入し、環境保全とコスト縮減の両立を目指します。

処理の高度化の推進 ［建設事業費4億円］

ステップ流入式硝化脱窒法

各槽を隔壁で仕切り、攪拌装置
を設置して、脱窒槽※を設けま
す。

流入水を各脱窒槽へ分割して
流入（ステップ流入）させ、窒素
を除去します。

1処理の高度化による水質保全

5ヵ年の主な取組

・各水再生プラザの放流先河川に定められた環境基準の維持・

達成に向けて、創成川・伏古川・東部水再生プラザにおける高

度処理の継続やその他の水再生プラザにおける運転管理の工

夫により、良好な放流水質を保ちます。

2新たな高度処理※施設整備の検討
・各水再生プラザからの放流水質や河川水質の状況を勘案し、

施設の改築時期に合わせた高度処理化の検討を進めます。

下水処理水放流先河川の様子（茨戸川）

晴天日の河川の水量に占める下水処理水量の割合

茨戸川

茨戸川
80

75

40

65

20

75

80

2

創成川

新川

豊平川中流

伏籠川

豊平川下流

野津幌川

月寒川

石狩川

石狩川新川
伏籠川

豊平川

豊平川川
成
創

川
寒
月

川
寒
月
望

厚別川

野津幌川

河川固有水量※
下水処理水量（％）

水再生プラザ（高度処理実施）
水再生プラザ（高度処理未実施）

・汚泥返送率50%程度・2つの脱窒槽で、窒素の除去効率を高めます

脱窒槽 硝化槽※ 脱窒槽 硝化槽 

処理水

最終沈殿池※ 
流入水を
分割して
流入

かく はん
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地球温暖化対策

今後10年間の取組内容（下水道ビジョン2020より）
●「札幌市下水道における地球温暖化対策推進計画」に基づき、平成32年度（2020年度）までに温室効果ガス25％（平成

2年度（1990年度）比）の削減を目指し、エネルギー消費の低減など、率先して温暖化対策に取組んでいきます。

●下水道施設の効率的な運転、施設の更新時期に合わせた省エネルギー設備の導入等により、温室効果ガスの削減に努

めます。

●新エネルギーの導入など温室効果ガス削減の新たな施策の検討を進めます。

達成目標

指標

エネルギー消費量削減率

22年度末

―

27年度末

6％
下水道事業で消費するエネルギー量の削減率
（H21基準毎年平均1％削減）

4 低炭素・循環型都市の実現

主な整備スケジュール
［23年度］ ［24年度］ ［25年度］ ［26年度］ ［27年度］

超微細気泡散気装置の導入 4ヵ所4ヵ所 1ヵ所1ヵ所 ―― ―― 1ヵ所1ヵ所

［建設事業費2億円］

備考

1改築・更新に合わせた省エネルギー化の推進

5ヵ年の主な取組

・費用対効果の高い温室効果ガス削減対策を進めるため、設備の改築・

更新に合わせて、より効果的な省エネルギー設備の導入を進めるとと

もに、建物の省エネルギー化を図ります。

（高効率ブロワ※・超微細気泡散気装置※の導入など）

2新エネルギー・エネルギー高度利用の推進
・下水道科学館などに太陽光発電設備を設置するなど、新エネルギー設備

の導入を進めるとともに、LED照明など新たな技術の導入を進めます。

3下水処理プロセスの低炭素化の推進
・下水道の本来目的である水処理・汚泥処理に影響を及ぼさない範囲

で処理プロセスの効率化を図ります。

（下水汚泥処理の集中化、維持管理の省エネルギー化など）

省エネルギー設備の導入（超微細気泡散気装置）

下水道科学館への太陽光発電の導入

送風機送風機送風機送風機送風機送風機
電力使用量
2割削減

酸素溶解効率
低→高

（反応槽）
超微細気泡散気装置

（反応槽）
従来の散気装置
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5 事業実施箇所図Ⅰ（安全で安心な市民生活の維持）

新
川

豊
平
川

豊平川

茨
戸
川

石
狩
川

⑥厚別水再生プラザ
⑩厚別汚水
　調整池※

⑤豊平川
　水再生プラザ

東部水再生プラザ
⑫米里中継ポンプ場

③
伏古川

水再生プラザ

福住

新さっぽろ

大通

さっぽろ

栄町

桑園

宮の沢

新琴似

麻生

手稲

真駒内

創
成
川

⑧新川水再生プラザ

①創成川水再生プラザ

②拓北水再生プラザ

あいの里教育大

④茨戸水再生プラザ

汚泥圧送管（拓北ー茨戸）

汚泥圧送管（豊平川ー厚別）

軟弱地盤対策

汚泥圧送東西連絡管

定山渓ポンプ場 二条化

手稲沈砂洗浄センター※

⑨手稲水再生プラザ

⑬手稲中継
　ポンプ場

⑭茨戸西部中継ポンプ場

⑪西部
　スラッジセンター

N

手稲処理区

新川処理区

定山渓処理区 東部処理区

厚別処理区

茨戸処理区
創成川処理区

伏古川処理区

豊平川処理区

拓北処理区

凡 例
水再生プラザ等

ポンプ場

調整池等

処 理 区

老朽管対策

軟弱地盤対策
（川北・北郷他）

浸水対策

管路耐震化

東部スラッジセンター

厚別洗浄
センター

雨水拡充管

東雁来雨水ポンプ場

東雁来第２区画整理
事業に伴う整備

川北ポンプ場 二条化

⑦
定山渓

水再生プラザ

浸水対策（菊水地区）

浸水対策（麻生地区）

管路耐震化

老朽管対策

N

番号
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭

施設名
創成川水再生プラザ
拓北水再生プラザ
伏古川水再生プラザ
茨戸水再生プラザ
豊平川水再生プラザ
厚別水再生プラザ
定山渓水再生プラザ
新川水再生プラザ
手稲水再生プラザ
厚別汚水調整池
西部スラッジセンター
米里中継ポンプ場
手稲中継ポンプ場
茨戸西部中継ポンプ場

水再生プラザ・ポンプ場施設の改築
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5 事業実施箇所図Ⅱ（環境に与える負荷の低減）

新
川

軽川

三樽別川
追
分
川

中
の
川 琴

似
発
寒
川 琴

似
川

堺
川

上富丘川

月寒
川

豊
平
川

豊平川

茨
戸
川

石
狩
川

厚別水再生プラザ
豊平川水再生プラザ

東部水再生プラザ

伏古川
水再生プラザ

桑園

創
成
川

新川水再生プラザ

下水道科学館
創成川水再生プラザ

拓北水再生プラザ

茨戸水再生プラザ

手稲沈砂洗浄センター
手稲水再生プラザ

⑪

⑫⑫
⑰⑰

⑲

⑱

⑬⑯⑳
⑭

⑮ ⑩ ⑨

④

⑤

①②
③

⑥⑥
⑧

⑦

西部スラッジセンター

N

定山渓処理区

凡 例

水再生プラザ等

ポンプ場

調整池等

処 理 区

東部スラッジセンター

定山渓
水再生プラザ

汚泥の資源化

太陽光発電設置

合流式下水道の改善

合流式下水道の改善
雨天時下水活性汚泥処理法

豊平川雨水貯留管

N

手稲処理区

新川処理区

東部処理区
厚別処理区

茨戸処理区

創成川処理区

伏古川処理区

豊平川処理区

拓北処理区

福住

新さっぽろ

大通

さっぽろ

栄町

宮の沢

新琴似

麻生

手稲

真駒内

あいの里教育大

厚別洗浄
センター

番号
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩

吐口番号
Ⅰ－０１０００
Ⅰ－０２０００
Ⅰ－０３０００
Ⅰ－０００３０
Ⅱ－０１０００
Ⅶ-１０００
Ⅶ-５０００
Ⅶ-１００００
Ⅶ-４００００
Ⅹ-１０００（２）

吐口番号
Ⅹ-３０００（１）
Ⅹ-３０００（２）
Ⅹ-４０００
Ⅹ-７０００（１）
Ⅹ-７０００（２）
Ⅹ-４５００
Ⅹ-５３００
Ⅹ-５４０１
Ⅹ-５２００
Ⅹ-６０２０

放流先の名称
新川水系軽川
新川水系軽川
新川水系上富丘川
新川水系追分川
新川水系中の川
新川水系中の川
新川水系三樽別川
新川水系中の川
新川水系三樽別川
新川水系中の川

放流先の名称
石狩川水系豊平川
石狩川水系豊平川
石狩川水系豊平川
石狩川水系月寒川
石狩川水系豊平川
新川水系琴似川
新川水系界川
新川水系琴似川
新川水系琴似川
新川水系琴似発寒川

番号
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰
⑱
⑲
⑳

きょう雑物の流出抑制対策（吐口）
処理区

豊平川

伏古川

新川

手稲

処理区

手稲
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■企業債元利償還金・企業債未償還残高

　企業債新規発行額の抑制により、企業債の未償還残高

は減少していく見込みですが、単年度の元利償還金は、依

然として高い水準で推移する見込みです。

■累積資金残高

　今後も一層の経営の効率化に努めるものの、使用料収入

の減少や修繕費用の増加、元利償還金が高い水準で推移す

ることなどの影響により、資金残高は減少する見込みです。

■維持管理費（815億円）

　施設の老朽化に伴う修繕費用の増加が見込まれるもの

の、効率化に努め、総額では前プラン値（844億円）よりも減

少する見込みです。

■建設事業費（727億円）

　施設の老朽化に伴う改築・更新費用の割合が高まるもの

の、事業の選択・集中に努め、総額では前プラン値（808億

円）よりも減少する見込みです。

■下水道使用料

　景気の低迷や人口の減少、節水意識の高まりなどの影響

により、今後も減少していく見込みです。

■一般会計繰入金

　修繕費用の増加が見込まれるものの、効率化による経

費節減に努めることで、繰入額については220億円程度

の水準で推移する見込みです。

主要収入項目見通し

維持管理費及び建設事業費の見通し

債務及び資金の見通し

有効利用・
地球温暖化対策
3億円

その他の整備
183億円

雨水対策
87億円

改築・再構築
341億円

合流改善・
処理の高度化
59億円

地震対策
54億円

その他
148億円

（うち修繕100億円）

（うち修繕78億円）

施設の維持管理
511億円

管路の
維持管理
156億円

計画期間

H27H26H25H24H23H22

202億円

207億円

H21H20H19

215

210

205

200

195

190

（単位：億円）

計画期間

H27H26H25

1,085億円

H24H23H22H21H20H19

240

230

220

210

200

190

（単位：億円）

H27H26H25H24H23H22

13億円

60億円

H21H20H19

（単位：億円）
100

80

60

40

20

0

計画期間

企業債未償還残高■支払利息■元金償還金

H27H26H25H24H23H22

3,079億円

2,612億円

H21H20H19

（単位：億円）（単位：億円）
800

700

600

500

400

300

200

100

0

4,000

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

計画期間
元
金
償
還
金
・
支
払
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息

企
業
債
未
償
還
残
高
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●水再生プラザの見学により、実際に下水がきれいになる過程を観察しながら、下水道を身近な存在として体験してもら

う機会を提供します。

●下水道科学館により、普段は目に見えない下水道の仕組全般を「安全に」「楽しみながら」「体験できる場」を提供し、次

世代を担う子どもたちの環境教育に取組みます。

●下水道事業に関する理解を深めていただくため、広報誌やホームページなどを活用してわかりやすい情報発信を行います。

1施設見学会の充実

5ヵ年の主な取組

今後10年間の取組内容（下水道ビジョン2020より）

・水再生プラザの施設見学会を開催し、下水道を身近な存在として体験

してもらう機会を提供します。

・施設見学バスツアーを開催し、水の循環や発生する下水汚泥の処理処

分等について学ぶ機会を提供します。

2下水道科学館による広報活動・環境教育の推進

・下水道科学館フェスタの開催など、多くの方が楽しみながら学ぶこと

ができる機会を提供します。

・夏休み、冬休みに合わせた学習イベントの開催など、子どもたちが環

境について学ぶことができる機会を提供します。

・実際の下水道管やマンホールを設置するなど、下水道を体感できる展

示物の充実に努めます。

3その他の広報活動の充実

　さまざまな情報提供手段を活用し、下水道事業に関するわかりやす

い情報発信を行います。

・広報さっぽろや下水道事業に関するパンフレット等の活用

・ホームページの充実

・下水道庁舎ロビー等を活用したパネル展の開催

達成目標

22年度末

7,624人/年

43,254人/年

27年度末

8,000人/年

45,000人/年

備考

水再生プラザ、スラッジセンター等の見学者数

指標

水再生プラザ見学者数

下水道科学館来館者数

1 「情報共有」による市民理解の促進

第4章　運営の視点～市民参画の推進～

施設見学バスツアー

災害支援活動パネル展（下水道庁舎ロビー）

下水道施設の展示
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●下水道モニター制度を活用し、「市民への情報提供」「市民参加」を進め、事業の効率的・効果的な運営に反映します。

●出前講座により、下水道事業への理解を深めていただくとともに、市民の皆さまの「生の声」を事務・事業の見直しに役

立てます。

●ワークショップ※や意見交換会の開催、パブリックコメント※やアンケートの活用により、市民の皆さまの意見を事業に反
映させる取組を進めます。

達成目標

18～22年度

7回/年

23～27年度

10回/年

備考指標

市民の皆さまの声を聞く取組

今後10年間の取組内容（下水道ビジョン2020より）

2 「市民参加」による施策内容の充実

ワークショップ

アンケート調査

出前講座

ワークショップ、アンケート、出前講座、パブリック
コメント等の開催回数

1下水道モニター制度の活用

5ヵ年の主な取組

・施設見学会やワークショップ、アンケート調査などを通じて、モニター

の皆さまから下水道事業に関するご意見をいただき、今後の事業運営

に反映します。

3その他の広聴活動の充実

　市民の皆さまからご意見をいただく機会を積極的に設け、利用者の

立場に立った下水道事業の運営に努めます。

・下水道科学館来館者へのアンケート調査の実施

・パブリックコメントの活用

・ホームページを活用した意見募集

～下水道モニター制度～
下水道事業に対する市民意識の把握、事業への一層の市民理解を

図るための制度。参加者は連絡会や施設見学会に参加し、意見を提

供したり、アンケートに回答する。

2出前講座制度の活用

・下水道事業に関するわかりやすい情報提供を行うとともに、対話によ

るニーズの把握に努めます。

～出前講座～
市政のさまざまなテーマについて、市職員が市民のもとに出向い

て説明や質疑応答を行い、市政への理解促進や市民意見の反映を

図る制度。
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年度毎に実施状況を評価します！

中期経営プランの進行管理

　「札幌市下水道ビジョン2020」で掲げた目標の実現に向け、「札幌市下水道事業中期経営プラン2015」を着実に実行
し、事業を健全に運営するため、指標を用いて年度毎にプランの実施状況を確認するとともに、課題を明らかにし、プラン

の見直しに努めます。

評価結果を分かりやすく公表します！
　事業の運営状況とともに、評価の結果や見直しの内容を毎年公表し、市民の皆さまとの情報の共有に努めます。

　情報共有の方法については、「ホームページ」などを活用していきます。

次期プランの策定に生かします！
　「札幌市下水道事業中期経営プラン2015」の評価に基づき、平成28年（2016年）から平成32年（2020年）までの5年
間の次期経営プランを策定し、計画的で分かりやすい事業の執行に努めます。

第5章　進行管理

ActionCheckDoPlan

指標の
見直し

し
直
見
の
ン
ラ
プ

プランの評価

行
実
の
ン
ラ
プ

指標の
設定

定
策
の
ン
ラ
プ

評価・見直しの方法

1 2内部評価
　設定した指標を用いて、事業の進行
状況や財政の健全度について確認する
とともに、経営における課題を明らか
にします。
・内部評価（進行状況の確認）
・経営における課題出し

　市民のみなさまや学識経験者など、さ
まざまな視点からご意見をいただき、
事業の運営に反映させていきます。

外部意見の反映

・下水道モニターの活用
・札幌市営企業調査審議会
・幅広い意見収集
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参考資料
■札幌市下水道事業中期経営プラン
　（H19～H23）の実施状況

■用語説明



て 低炭素・循環型都市【ていたんそ・じゅんかんがたとし】→ P3
　低炭素型都市とは、地球温暖化の原因である温室効果ガスのうち、大きな割合を占める二酸化炭素の排出量が少ない
都市のこと
　循環型都市とは、廃棄物の発生抑制、リサイクルによる資源の循環的な利用、廃棄物の適正な処分が行われることに
より、天然資源の消費が抑制され、環境への負荷ができる限り低減された都市のこと

に 二条化【にじょうか】→ P7
　2つの施設間を2つの異なるルートでつなぐこと

は バイオマスエネルギー【ばいおますえねるぎー】→ P11
　木質系廃材や、下水汚泥、畜産糞尿、廃油など（バイオマス）から得られるエネルギーのこと
　バイオマスは生物活動から得られたものなので、燃焼してCO2 を出しても、地球規模でのCO2 のバランスを壊さな
い（カーボンニュートラル）持続可能なエネルギー源とされている

吐口【はきぐち】→P8
　下水道施設から処理水や雨水を河川などの公共用水域に放流する放流口の施設

パブリックコメント【ぱぶりっくこめんと】→ P21
　条例や計画などの一定の政策の策定に際して、政策の案と資料を公表し、それに対する意見や情報を広く募集し、寄
せられた意見等を考慮して政策を決定するとともに、その意見等に対する考え方等を公表すること

ひ BOD【びーおーでぃー】→ P9
　水の汚れ度合いを示す指標の一つであり、値が小さいほどきれいな状態である

ほ ポンプ場【ぽんぷじょう】→ P5
　下水などをポンプ揚水する目的のポンプ、配管、弁、補機類、制御設備などを含む施設のこと

み 未償還残高【みしょうかんざんだか】→ P16
　まだ返済していない企業債の総額

よ 予防保全的な修繕【よぼうほぜんてきなしゅうぜん】→ P4
　機械等が壊れた後に修繕する事後保全に対し、定常的な点検調査結果から、故障や異常の発生する前に行う修繕のこと

ら ライフサイクルコスト【らいふさいくるこすと】→ P3
　構造物や設備などが、計画されてから処分されるまでに発生する費用のこと
　計画、設計から整備までの費用であるイニシャルコスト（導入費用）と、施設が完成した後の維持管理の費用である
ランニングコスト（維持費用）からなる

わ ワークショップ【わーくしょっぷ】→ P21
　体験型講座のことであり、参加者間の認識の共通化や合意形成の円滑化を容易にするため、プログラムに工夫を施し
たもの
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